
 

なんともユニークな風貌のこのジャガイモ。見た目も少々怪しい。洗うとよりわかるのは、赤い皮に、芽の部分のくぼみの斑点、

その姿がまるで「覆面マスクを被ったレスラー」のように見えることから「デストロイヤー」の名前で呼ばれています。しかしこの

「デストロイヤー」、外見にはそぐわないぐらいの甘みとホクホクさ加減。まるで栗の様な、さつま芋の様な優しい香りに、美しい

黄色の実の色もあいまって、一瞬で名前のイメージが吹き飛んでしまいそうなほどの美味しいジャガイモです。「デストロイヤー

ポテト」はレッドムーンという赤皮で中身が濃い黄色のジャガイモの突然変異種で、長崎県発祥といわれています。レッドムー

ンも元はメークインの改良品種。その特徴である、煮崩れしにくく、粘り気がある肉質をしっかりとこの「デストロイヤー」も受け継

いでおり、煮物や炒め物などさまざまな料理に活躍してくれるでしょう。鮮やかな皮の赤色を活かして皮付きのままフライやグリ

ルにしても楽しめます。そんな「デストロイヤーポテト」、見た目のイメージを覆してくれるぐらいの破壊力満点のジャガイモです。 

じゃがいも 「デストロイヤー」 品種名：グランドペチカ （福岡県産）お取り寄せ商品 “Potato Destroyer”  
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